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◆26年度実施内容

・発掘調査　（主郭地区第７次　計260㎡）

　史跡小牧山整備計画基本構想に基づき、保護と活用のバランスのとれた整備を進めると

ともに、発掘調査を実施して整備のための基礎資料を収集した。

・主郭地区第7次発掘調査ビデオ記録撮影

　今後の石垣復元整備のため、石垣の状態をビデオ撮影し、記録として残した。

　発掘調査は職員が中心となり、アルバイト作業員を指揮して調査、記録、保存を実施。そ

の他、発掘調査現地説明会の実施や補助金の申請業務等各種所手続きを行った。

◆26年度直接経費の内訳

　測量設計委託料（旧本庁舎跡地の整備実施設計その２）（3,456千円）

　測量委託料（三次元計測）（4,320千円）

　史跡小牧山整備調査研究委託料（345千円）

　ビデオ記録撮影委託料（488千円）
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実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　発掘調査を行って基礎資料を作成し、貴重な歴史遺産を後世に残すための整備をおこな

う。
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　ビデオ記録撮影委託料（488千円）

　（仮称）史跡センター整備基本構想策定委託料（1,944千円）

　史跡小牧山保安林解除申請等調査委託（2,160千円）

　史跡小牧山整備工事（園路修繕工事）（12,714千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、旅費、消耗品費等（10,749千円）

◆27年度直接経費の内訳

　設計・監理委託料（旧本庁舎跡地基盤整備工事監理）（1,500千円）

　測量委託料（三次元計測）（5,400千円）

　史跡小牧山整備調査研究委託料（400千円）

　ビデオ記録撮影委託料（1,500千円）

　史跡小牧山整備工事（旧本庁舎跡地基盤整備工事）（65,000千円）

　発掘調査埋戻し等工事費（9,300千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、旅費、消耗品費等（8,191千円）
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発掘調査結果によって、小牧山の整備スケジュールが変更になった場合、予算執行

に支障が生じる。
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主郭地区の発掘調査を行った結果、新たに３段目の石垣が発見されるなど、今後の

整備に向けた大きな成果を得ることができた。また、旧本庁舎跡地整備実施設計や

（仮称）史跡センター整備基本構想の作成等を行い、次年度に向けての準備を整える

ことができた。
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引き続き小牧山城の発掘調査を行い、整備のための情報を得るとともに、旧本庁舎

跡地の整備を行い、史跡小牧山の本来の姿に戻すことで、歴史的価値を高めていく

ため。

判定理由

小牧山の歴史的価値や魅力を、現在のみならず後世に伝えることができなくなる。

拡　大

発掘調査後、遺構保護のため埋め戻しを行うが、その理由が市民に理解されず、苦

慮している状況にある。このため、案内看板や遺構表示の新設等を行い、小牧山城

の魅力が伝わるようにする。
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